
短期集中語学研修2の記録

その他

合計 8,080ドル 808,043円 授業料・宿舎費・渡航旅費は学生一律

ビザ申請費 47ドル 4,793円

雑費

保険費

渡航旅費 2,365ドル 236,500円

被服費 30ドル 3,000円

医療費

交通費（現地） 87.5ドル 8,750円

娯楽費 1,500ドル 100,000円

学用品費

携帯・通信費 50ドル 5,000円

食費 300ドル 30,000円

図書費

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
4,200ドル 420,000円 授業料及びホームステイ費用

宿舎費

現地使用言語/授業使用言語 英語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：福岡　　　目的地：オークランド　経由地：香港

復路　出発地：オークランド　　目的地：福岡　　経由地：香港

航空券入手方法

☑大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 オークランド大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月11日～2024年3月9日

渡航先大学で所属したクラス Pre-Intermediate A

渡航した際の学年 4年

渡航先について

渡航先（国名） ニュージーランド

査証（ビザ）の要否 ☑必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年3月20日

性別 男性

所属学部・学科 工学部機械電気工学科
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２）部屋の形態

☑個室　　□相部屋（同居者数：　　人）

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　☑キッチン（□自炊可　☑自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

宗教によって食べられない食材や成分があるため日本からのお土産はホストファミリーの宗教を考

慮して選んだ方がいい．

一週間分の下着

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

袋めんやインスタントみそ汁など

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

☑ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：銀行

現金用意額：6万円

その他用意したもの：☑クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

渡航前にe-simを購入しました

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの
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ホームステイ先は，自分専用の部屋，シャワールーム，トイレ，洗面台がありプライバシーも守ら

れていて快適でした．海外は危険と言われていましたがニュージーランドは比較的安全な国だと感

じました．

後輩学生へ

研修に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

留学に行くか迷っている人は絶対に行くべきです．価値観や考え方が広がり，自信もつけることが

出来ます．

プログラムについて

１）プログラムの内容

午前中のクラスだったので，1限目は8時15分から始まり，10時15分で終了，その後15分の休憩を

はさみ12時30分まで授業があります．

２）課外プログラムについて

申し込みをすれば，オークランド大学の学生と授業が受けれたり，学校の近くの名所に連れて行っ

てもらえます．ラウンジには旅行会社のツアーの張り紙もたくさんあるので，そこから申し込めば

ツアーにも参加できます．

３）滞在先・現地での生活に関すること
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短期集中語学研修2の記録

その他 405＄ 38,070円 school activity

合計 7,555＄ 749,573円 授業料・宿舎費・渡航旅費は学生一律

ビザ申請費 50＄ 4,821円

雑費 160＄ 15,040円 sonvenir

保険費

渡航旅費 2,365＄ 236,500円

被服費

医療費

交通費（現地） 95＄ 8,930円

娯楽費 80＄ 7,520円

学用品費

携帯・通信費 50＄ 4,592円

食費 150＄ 14,100円

図書費

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
4,200＄ 420,000円 授業料及びホームステイ費用

宿舎費

現地使用言語/授業使用言語 英語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：福岡　　　目的地：オークランド　経由地：香港

復路　出発地：オークランド　　目的地：福岡　　経由地：香港

航空券入手方法

☑大学が手配

□自分で手配

　入手方法：

渡航先大学 オークランド大学

渡航期間（○年○月○日～○年○月○日） 2024年2月10日～2024年3月10日

渡航先大学で所属したクラス Pre-Intermediate 

渡航した際の学年 2年

渡航先について

渡航先（国名） ニュージーランド

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　□不要

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2024年3月21日

性別 男性

所属学部・学科 工学部・建築学科

✓
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２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：　　人）

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

海外の人に勇気をもって話しかけること。

英語で話す努力をすること。

・洗濯が週に1回だったので、パンツと靴下を多めに

・日本食を持参する

・靴2足とサンダルがあればベスト

・ドライヤー持っていく

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

・首枕（yogibo)

・日焼け止め

・勉強道具

・サングラス

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：大分銀行本店に行った

現金用意額：3万円（日本）

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

SIMカードをオークランド空港で購入。（10GB、50＄）

Wi-Fiは学校にもホームステイ先にもある。

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

✓

✓

✓

✓ ✓
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洗濯は週に1回。シャワーも自分専用。夕食はほとんど毎食カレー。

後輩学生へ

研修に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを記入してく

ださい。

英語が話せるようになりたかったので参加。また、環境の違う生活をすることで、様々なことを学

ぶため。リスニング、スピーキングが上達したと感じる。文化の違いで、食事の面があるが、辛い

人には辛い。自分は大丈夫だった。物価が高い。外国の人と話すことが大事。

プログラムについて

１）プログラムの内容

8：15～10：15、10：30～12：30　の授業

授業は楽しい。自分から英語を話そうとすることが大事。

２）課外プログラムについて

毎週末にスクールアクティビティがあるがお金がたくさんいる。

平日には観光地に行ったり、勉強に参加するイベントがある。

３）滞在先・現地での生活に関すること
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